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中西 展示のモダニズム

          展示のモダニズム

特別展「2002年ソウルスタイル  李さん一家の素顔のくらし」を巡って

中西 啓

 本稿は2002年7月13日に国立民族学博物館において開催された国際シンポジウムで

の筆者による同題の報告を基に博物館における収集，研究，展示の持つ構造について展

示デザイナーの立場から考察を加えたものである。

1はじめに

 特別展「2002年ソウルスタイル  李さん一家の素顔のくらし」（以下ソウルスタイ

ル展）は博物館の行う収集，保存，研究，展示のあり方を問う展覧会でもあった。今ま

でにないものをと模索する中で様々な議論がなされ，結果，多くの部面において新たな

方向を示すことができた反面，選択されなかった考察に値する論があったことも事実で

ある。ここではそれらを踏まえてソウルスタイル展での展示をモダニズムノポストモダニ

ズムの視点から再考し，それを精神分析の語彙でデザインに論考を加えようとするもの

である。

 ソウルスタイル展はその準備の当初よりその根底に民族学が現在置かれている状況

（オリエンタリズム批判や本質論批判など）が影響を与えている。すなわち「現代韓国

社会の生活文化とその研究方法」を探る共同研究の成果の発表の場である展覧会に何を

どのように展示するかは前述の民族学という学問そのものへの問いかけに対する答えで

あり，旧来の展覧会，あるいは本質論が求めるような「韓国では」，あるいは「韓国人は」

という一般化された答えを我々は求めていなかった。それらとは異なる新たな視点に基

づく問題設定と回答が求められていたのである。今回の展示の中心となった佐藤浩司助

教授の調査・研究の持つ，匂い立つような圧倒的リアリティとでもいうべき成果（現在

も聞き取り調査を中心に進行中）は，この問いへの一つの返答であり，展示デザインに

もこれら民族学を巡る議論が反映されていなければならなかった。

 佐藤浩司助教授の調査・研究は実在の李さん一家を対象とするものであり，その視点

は一家を5人の個人にまで還元して捉えることで「かけがえのない個人」（佐藤浩司

2002a：15）としての存在意味を見出し，その個々人の関係性から家族のイメージをそし

て家族を取り巻く社会のイメージを浮かび上がらせようとするものである。そしてそこ

にリアリティをもたらすものこそ，個々人が所有する生活財とそこに込められた思いで

ある。このような考えから，色彩など若干は異なるものの，私達の身の回りにあるのと

変わらない「ガラクタ」（佐藤浩司2002b：105）がこの展覧会の展示資料の中心となった。
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今回の展覧会の趣旨に謳う

る。

「韓国」「家族」にはこのような考えが込められているのであ

2展示計画の経緯

 展示デザインを巡る議論の多くはそれら李さん一家の生活財をどのように展示するか

に費やされた。基本的にはこれら生活財を李さんのアパートの部屋毎に空間で区分する，

それらの総体としての李さん一家及び父親の職場や子供心の通う小学校の教室といった

李さん一家がつながる社会までを視野に収める，という方針があったが，資料をどのよ

うに展示するかによってそこに生じるリアリティの性格が異なることから生じる展示の

性能が研究会での議論の中心となったのである。

 共同研究会の場での展示に関する議論はその時その時の展示デザイン案に反映されて

いるので，以下展示場平面案を時系列に沿って挙げ，議論とデザインの経緯を検証して

みたい。

2．1与条件一会場のもつ特性の検証

 会場となる国立民族学博物館特別展示場は建築デザインがもたらしたいくつかの空間

特性をあらかじめ備えている。正方形と真円で構成された平面，左右対称に配された柱

や階段とそれらシンメトリーの芯となる軸線その軸線に重ねられた入口から2階に至

る動線で構成された空間は古典的な権威発生装置に類似し，今回のソウルスタイル展の

趣旨に沿うものではなかった。

2．2計画案  最終案に至る経緯の検証

2．2．12001／4121現在（原案）

 研究会において最初に提示された展示案である。中央部，4本の柱に囲まれた四角い空

間を李さんの家とし，外周部分に例えば子供部屋の外には小学校というように社会の諸

コーナーを配置するというものである。この時李さんの家の間取りは外周とのつながり

を優先して改変されている。注目すべきは中心に「家族紹介」コーナーを設けているこ

と，そこから外周に向け関係性を示す矢印が伸びていることである。これははじめに述

べた佐藤浩司助教授の調査・研究の思想をそのまま図式化したものと考えられよう。こ

こでデザイナーに課せられた課題は観覧者の動線と重なるであろう関係性の矢印を実際

にどう空間化するか，および会場入口からその矢印の発信源である「家族紹介」コーナ

ーに至る道程をどう意味付けし空間化するかにあった。

 また研究会では予測される入場者数から李さんの家の各室はより大きく家具と壁の一

部で表現するが元の空間感覚は体感できるようにすること，等の方針が示された。（fig．1）

44



中西 展示のモダニズム

2．2．22001／8／23現在

 筆者らの現地調査直前の段階での，原案を基に前述の課題への回答を盛り込んだ計画

案である。

 全体の構成は原案のままであるが李さん家については元の空間感覚を確認する意味も

あって原寸に，ただし間仕切り壁は一部取り外して観覧者への便宜を図っている。また

間取りについても実物通りとし，各室を原寸にすることによって生じる各室の間の隙間

からトンネル状の空間を介して外周部分に至ることでロールプレイイングゲームのよう

な空語体験を観覧者に与えようとするものである。研究会では間取りを再現することか

ら生じる外周部分の配置の不都合や李さんの家内での観覧者の資料へのアプローチの難

易，トンネル状部分の性能そして何よりも家をそのまま再現することにより観覧者が家

族像，マイホームといった予定調和的な先入観を抱いてしまうことへの危惧についての

指摘，議論がなされた。また導入部分，「家族紹介」コーナーにおける資料とその展示方

法についても議論されたがいずれも結論には至らなかった。（五g，2）

2．2．32001／9／17現在

 筆者らの実測を中心とする現地調査の成果を盛り込んだ計画案である。前案について

の研究会での議論を踏まえ，李さんの家をどのように見せるかについて3つの計画案を

作成した。

2．2．3a 2001／9／17現在A案

 A案は李さんの家を間取り寸法ともそのまま再現する，というものである。前案にお

いて指摘された観覧者の資料へのアプローチの難易については一部壁を取り外す，家全

体を円形ステージに載せこれら全体を李さんの家と見なすことで物理的に解決するとと

もに壁の外側に李さんの家を溶け出させることで李さん一家と社会の関係を空間で表そ

うとした。これは現地調査の際に体験した李さんの家の空間を観覧者に伝えるには原寸

で再現するのが最も適しているとの判断と原案にある展示のコンセプトとを並立させよ

うとするものである。（五9．3）

2．2．3b2001／9／17現在B案

 B案は李さんの家の寸法は忠実に再現するがその間取りは全く分解され各部屋は外周

との関係のみにおいて羅列される，というものである。家全体を表す円形ステージにつ

いてはA案と同じ考えにある。各部屋は壁が取り払われ，ただ床面と生活財の配置によ

ってのみ表現されるこの案はA案に比べて原案のコンセプトに近いと考えられる。（且g4）
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2．2．3c 2001／9117現在C案

 C案はB案をより原案のコンセプトに近づけたものである。原案において懸案であっ

た入口から李さんの家に至るアプローチを最短にするため原案とは逆に家を外周，社会

を中央部に置いている。李さんの家の間取りや寸法はもはや解体され，会場全体を各部

屋の床面積比を表した円グラフに見立てて配分し，生活財の配置のみが再現される。社

会と各部屋との関係性は物理的な壁がないためより強化される反面李さんの家の空間感

覚は希薄になり生活財のみがクローズアンプされる（丘g5）

 これら3案が研究会で検討された。C案についてはここまで李さんの家を編集すると

観覧者に元の空間感覚が伝わらない，そのため展覧会が分かりづらいものになるのでは

ないかとの危惧があった。B案については中心に位置する「家族紹介」コーナーの具体

的イメージに欠け，その結果李さん一家という全体を貫くテーマが伝わらないのではな

いかとの指摘があった。A案については李さんの家の各部屋とそれと関係する社会との

物理的な関連に無理が見られること，また両者の境目が単純で実態の空間感覚と隔たり

があること，李さんの家へのアプローチの仕方が既成概念に捕らわれ「家族紹介」コー

ナーへの距離が長くなっていることなどが指摘された。研究会での議論の結果A案が部

分的な変更により前述したような諸問題の解決が可能であることから基本的に採用され

た。

2。2．42002／3121現在（実施案）

 研究会での議論及び機能上の要請，技術的検討を経て実施された展示の最終案である。

李さんの家では各室が通り抜けられるよう二方向に開口を設け，一部を可動壁とし，外

周部分との境目には宙づりのパネルを設け，李さんの家の内部から外周部分が見透かせ

るようにした。李さん一家の個々人が登場する映像資料はその内容に従って家部分では

モニター，外周では大型スクリーンにて映し出した。また，李さんの家を構成する壁の

内隣りとの境界壁，外壁については作り込みや展示を行わず意味的には実体を持たない

ものと見なすこととした。外周部分では内容の再検討を行った結果，エントランスホー

ルは設けず，それに代わるものとしての「家族紹介」コーナーを冒頭に持ってくるなど

各コーナーの再配列を行うとともに，李さんの家との問に道に見立てた周回通路を設け

ることとなった。また観覧者の靴の脱ぎ履きの便，2階展示の内容を考慮し1階の李さん

の家部分と2階の全ては靴を脱いで観覧することになった。（且g．6）

3展示デザインの意図

展示計画の経緯については前章で述べた通りである。議論の中心は李さんの家にあり，

この家をどのように配置するかに従って外周部分にも変更がなされてきた。最終案に見
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る配置については，李さんの家を柱や2階への階段に重ならないよう45度斜めに振り，

更に会場与条件に述べた軸線からずらすことにより多くの問題点を解消したものである。

展示の中心である李さんの家を今までに前例のない程入口に寄せることで李さんの家に

至るアプローチが無くなり，観覧者は会場に入るとタイトルサインを見るよりも先にい

きなり李さんの家に対面できるようになった。また李さんの家の円形ステージの半径は

敢えて会場吹き抜けのそれと同じとして前述のずれを垂直方向にも拡張した。これらに

より会場があらかじめ備えていた性能を今回の展覧会の意図に沿う方向に引き寄せるこ

とができたと考えている。

 李さんの家を囲む曲面とそれに沿う周回空間は社会と李さん一家の個々人との関係性

を展示空間として表現しなければならない，この会場造作において一番意味を持つ部分

である。円弧状のパネルには「ゆるみかけた家族」（佐藤浩司2002：15）をつなぎ止める

ために用いられる生活面こそここに相応しいとの考えから，その内側を佐藤浩司助教授

による生活財1点1点の画像で埋め尽くした。またそのパネルは，家と社会の問に視線

を（注意書きには目もくれず潜っていく観覧者も散見されたので時には動線も）交錯さ

せて両者の境界の曖昧な状況を表現するべく宙づりにし，それらを併せて家族をつなぎ

止めようとする力と散開させようとするカの微妙なバランスを空間で表そうとしたもの

である。

 李さんの家の円形ステージの中心と会場の中心をずらすことで会場内を周回する動線

上では変化に富んだシークエンスを獲得することができた。また外周部分で再現すべき

各コーナーの大きさや例えば「故郷」コーナーのような李さんの家からの距離感の演出

にも対応することが可能となった。

 李さんの家造作の各部のうち観覧者が直接手や足の裏で触る部分には生活財資料と遜

色ないよう実物ないし同じ素材をソウルより取り寄せ，五感の内の触感への期待に応え

るようにした。

 段差や出隅など観覧者への配慮，借入資料などの保護への配慮等は言うまでもない

（pic．1， 2）。

4展示の分析

 これまでに述べてきたような経緯と意図によりソウルスタイル展の展示デザインは実

施された。会期終了後展示資料は全て収蔵され，会場に施工された全ての造作は解体撤

去されたが，今一度その実現に至るまでに行われた議論とその成果について外部からの

視点を導入し，そこから再検討を加えることでこの展覧会の持つ意義をあぶり出したい。

 筆者はその新たな視点としてモダニズム／ポストモダニズムの思考を持ち込もうとし

ている。ポストモダニズムの源流はレヴィ＝ストロースによる『悲しき熱帯』など民族学
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．ヒの成果などと深い関係にあるのでモダニズム／ポストモダニズムの思考は新鮮味には

欠けるだろうが，この思考を今回の展示に延長すると研究会での展示を巡る議論がより

明瞭になると考えたのである。

 モダニズム／ポストモダニズムについては多くの分野において言及がなされているが，

ここでは精神分析家スラヴォイ・ジジェックによる視点を借りる。以下長くなるがS．ベ

ケットによる戯曲『ゴドーを待ちながら』を題材にモダニズム／ポストモダニズムにつ

いて述べている部分を引用する。

 モダニズムの教えの根本とは，モノが不在であっても，換言すれば，たとえ空回りし

ていても，構造（相互主観的機械とも言い換えられるが）は適切に機能するという点に

ある。

 「ポストモダニズム」の手法はまさしくこの逆をゆく。ある働き［jeu］は対象がなく

とも果たされ，対象がないというこの空虚そのものに動かされる，ということを示すの

ではなく，反対に，対象を直接的に提示し，対象の非関与的で恣意的な性格を強調する

のだ。ある一つの対象が，嫌悪感を催す残骸として機能したかと思えば，崇高なものの

現れとしても機能する。両者の違いは純粋に構造上のものであり，対象の「実際的属性」

にではなく，もっぱらその対象の象徴的な位置や意味による。ベケットの『ゴドーを待

ちながら』は，モダニズムの作品の原型として読むことができる。無意味で馬鹿げても

いる筋の全体は，ゴドーの到着を待つこと．で進行する。ゴドーが到着すればやっと「何

かが起こるだろう」が，とはいえ，ゴドーは決してやって来ないことを皆知っているの

である。この同じ話を，「ポストモダニズム」のスタイルで語るにはどのようにすればよ

いか。太鼓腹の愚かなゴドー，その無意味な人生は馬鹿げた快楽と倦怠で埋められてい

るゴドー，私たちは軽蔑してはいるがまったく私たちと変わるところのないゴドーが，

舞台に登場する。いつのまにか，偶然に，彼はくモノ〉の位置を占めてしまっている。

知らず知らずのうちにゴドーは，人々がその到来を待っているくモノ〉の役割を持ち始

めたのである。それだけがゴドーと私たちとの唯一の違いである（スラヴォイ・ジジェ

ック1994『ヒッチコックによるラカン』トレヴィル，pp．138－139）。

 ソウルスタイル展における「ゴドー」とは何であったか。これを李さん一家の個々人

とするか李さん一家の生活財とするかで展覧会の持つ意味が全く異なってくる。では，

実際の展示はどうであったか。「家族紹介」コーナーに李さん一家の実大写真や立像は用

意されず，そこには李さん一家の個々人の身に付けていたもの全てがそれぞれ展示され

ていた。会場を見渡しても映像資料を除けば李さんの家の部屋の壁に掛けられた生活財

資料としての家族写真や家族新聞を捜す他に一家の個々人の顔を見ることはできない。

一方李さん一家の生活財はひとつ漏らさず会場に展示されていた。これらをどう読むか，

展覧会を会場における李さん一家の不在と捉えれば展示はモダニズムの構造を持ち，そ

れは李さん一家という対象がいなくともゲーム［jeu］（展示）は進行するという事実を具
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現している。一方，自由に開き触ることができる李さん一家の生活財資料こそ，いつま

で待っても舞台に現れないゴドー（モダニズム）の持つ空虚の果ての閉塞感を打破すべ

く登場したゴドー本人であると例えるならば展示はポストモダンの構造を持つと言える。

筆者らがモダニズムの視点，ポストモダニズムの視点それぞれからの視線に対して明確

な立場を表明できず，その結果モダニズムとポストモダニズムが同居しているとも見る

ことのできる計画案を作成せざるを得なかったとすれば，前述の展示デザインを巡る計

画の経緯に見る混乱も説明可能である。ジジェックの例に倣うならば生活財資料こそゴ

ドーであり，それがモダニズムのステージに現れたのである。ではなぜ筆者らはその立

場を明らかにできなかったか，これについてもジジェックに興味深い文章があるので再

び引用してみたい。

 ブリッツ・ラングのあまり知られていない映画『扉の蔭の秘密』では，日常的な対象

がモノの位置を占めるというこれと同様の論理が描かれている。兄を失った若い女性シ

リア・バーレットがメキシコに旅をする。そこでマーク・ランフィアと出会い，結婚し，

レヴェンダー・フォールズにある彼の家に落ち着く。しばらくして二人がそこに友人た

ちを招いた際に，マークは彼らを，殺人が行われた部屋を再現したギャラリーに案内す

る。だがこの時マークは，七号室へ入ることを誰にも許さない。禁じられているという

ことに興味をそそられたシリアは，この部屋の合鍵を調達して入ってみる。それはシリ

アの部屋の正確なレプリカだったのだ。最も慣れ親しんだものが，「本来あるべきではな

い」場所にあるということだけで，突如として「不安を生む異様さ」に浸される。戦慎

の効果はまさしく，〈モノ〉としてのこの禁じられた場所で遭遇する事物がもつ日常的

で親密な性格に由来する。

 この物語は，不気味なもの［Uhheimliche］というフロイトの概念の根本的な両義性を

完全に表現している（スラヴォイ・ジジェック1994：140－141）。

 博物館における展示そのものの持つ構造を省みるとこの「不気味なもの」に当てはま

る文脈があると言えるのではないか。「不安を生む異様さ」を生じさせないよう慎重に資

料を選びそして展示デザインを施す，その結果資料は「ガラクタ」ではなく記念品とも

言うべき性格を帯び，そのレプリカがショップで販売されることになる。ところが今回

の展示資料は誰も持って帰ろうとは思わない，まさしく「ガラクタ」である。それを博

物館という器に流し込む作業こそがソウルスタイル展であった。それは現場の言葉に置

き換えればリアリティについてどう考えどう扱うか，ということであったのであろう。

 博物館は「〈それ〉をくいまここ〉で捕捉できない」（田中純1995：239）構造にある。

前後からしか捉えられない構造を抜け出さない限りモダニズムのひとり歩き的な束縛か

ら逃れることはできず，欲望は横滑りし常に満たされない。博物館がこの構造からの離

脱を宣言できるかどうかをソウルスタイル展は問いかけ，迫っていた。そして「戦懐の

効果」に酔った筆者ら関係者はそれを待っていたのである。
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5おわりに

 展示ができてしまってから自らの成果を考察するには困惑と困難を伴う。自己言及や

自画自賛，卑下に陥らぬよう評価するには外部からの視点が欲しいとの考えから精神分

析の導入を試みたが，筆者の精神分析への理解から推し量って決して満足のいくものに

はなっていないであろう。残念ながらソウルスタイル展にこれらの考察は反映されない

が，デザインという主観的な行為に外部からの光が当たる今回のような機会を与えられ

たことに感謝している。

 そして京都工芸繊維大学の古山正雄教授にはこの稿を書くにあたって多大な示唆を頂

いた。ここに改めて謝意を表したい。
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4噛斗ユ唄：叫豊善良芒朴司再91暑司司豊山小早司フト旦望じ｝モ∋召斗誓ス㌃到蓼

凋7いa金言団・甚刈州立イ｝イ｝冴叫副司豆銀u｝セ層，。困・碧唱春皇霊到唱モ唐詞

0171善フ刊層ol朴回向司 「叫尋杢7用土．司91囚司丹導（＞1刷1＝｝セ・嗣号01ズ1司瑚銀面．

望〒・一曲囚乱読応唱斗A魁01早島司剋思層回収遇望01囚71金重｝唄コト看｛さ刈

是・刈到上部ol 7㍗号古ト亡トエ辛｝豊，71甚司皇呈ス聰一司銀1斗．

2．24  2002／3121璋旦ズ蒔 （盈・入1曜～｝）

 望〒・司釧芒釧喫71岩杢｝司厨干，71判司望拝呈暑野付一入1週遭入側弱吟皇｝011斗．

o困想瑠q到唱｛｝z囹01即言㍗三尋27刊91耳｝書司1唱子暑唱ス同ユ，望早三

升判司立呈苛（4到手早甚斗91眉刈モ斜611刈巻（『聾司ゼ立卜望書癖ヌ1言㍗（月01組想周

到潮 三跡6個 到手早薯01旦01三・薯司・飯叫，01警固昭 望7｝川7η望01号そ｝言トセ…・

出戸スト豆セユ川暑州叫叫剰早降癖呈目零，陣地嫡囚セ司奄ムヨ遇皇呈・甘曽苛呈尋

蝕叫．窪重｝。レ檀読唱叩釧石暑辛層胡∋試射魁響斗。険：叫釧層挙用，潮日切

司δ個セ刈4叫石入1暑掛ス1暫立吼釧・凶立呈盈刈暑凌囚露セ唄皇呈司搬叫．

斜手早甚薯胡暑潮ス昭呈君斗，剋司萢ム著薯翌ス1言図留エユ唄州琳翌糾セ

唄立石刈「フト幹杢7用意唱刈7図エ皇三山香幽憤ヨ同説ス囲望斗暑入】州

。恥毛唱 唱七一 入レ。1剣 毛刺碧 旦。｝三詠手司暑呈暑・暑ス固一三尋さ関u｝．圧妊

吾君ス匿01剋誤払・dエ曳身上71呈｛｝，2尋石入1子鼠暑ユ司苛α1，1筈斗 2暑

週早暑冠雪含喫エ望曜言匠昇言椥叫（丘9．6）．
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3冠入1じ1スレ剋釧釧三

 週入図博 到噌斗州q1δ刊刈｛…望を州刈フ1含重｝司呈olu｝，セ…9191吾・思｛｝。1・嶺妃

召酬 銀皇明，ユ唱暑 σ1馨洲 司ヌ1哲唄皇1フ囹1司司ス服∋到手早甚州三思眉01

柔フ国銀叫．司二三釧 叩ヌ回1朝司刈ゼ 。1裡想唱釧 唱暑71暑：叫2筈洲竪叫

号昇瑚ズ1誓三尋45三層母ス1洲 古｝鍛立唄，司を 司呈帯出刈 フ1含尋斉組州一

朝昊1斗洲苛α1毘舎｛｝刈困暑言淵至曽今銀鍛1斗．週入回苦僧611然∋o困碧唱潮

干含週日銀。1昭子尋州7膣捌羽ヌ1入学。レ廿習咽召司1叫叫旦芒・酬王呈ヌ屠

銀蝦且明垂曽スト旨。1覇を州音σ1属望碍。陪旦叫。レd槽瑠斜日駐日㍗呈｛¶里糾三尋

言関L｝，里重｝。四二唱剰切望噌ム日1・図釧月｝石9望早司司を到重｝71干舛

看洲司一司 野州刈フ1念魁ヌト01暑今引子誓立呈三屠そ｝入1滋叫．01呈門司を01明月

翌司重｝・ぱ皆労01剋 週君月刊 釧三（¶ 虫ゼ雪磐皇呈晋（→遇今 銀刃1瑚銀叫ユ

碧冴重｝叫．

 ◎1思想瑠釧剰暑暑司姓号唱斗ユ州叫書手司晋社9朴司舛。レ翌碧層望フ干潮湘

7η皇！斗到垂刃困暑遭入1苦社立呈上：干割。腫｝叫環片月，。博司を釧翌ヌ門門囲

升を到ロ｝暑ス1月セ早甚。1叫、組閣醤到コ裡州ゼ「喜二四セブ隣」（佐藤浩司2002：15）

釧芦刈暑叫71釧胡憩豊川暑01甚言ト芒型ol門司01叫エ憩冴司一φΣ斗魁勉等暑朴口

口♀ス1量今別想碧刈干を円融智釧糾甘皇呈司平銀u｝．圧聾ユ叫二二唱斗入国

舜。回入困含（手斗丹州セ缶三手ス1書セ書君スト三現唄銀銀皇旦呈剛呈二号・起

三）五1糾入1ヌ1磐スト釧眉矧フト。刊ロ淵引台壱杢｝屠金甲舟入1ヲ171刷5耳暑苦611刈二四瑚望

な印可羽引入1滋立明，フ｝尋暑01明手セ咽斗甚杢｝入1ヲ1司セ碧斗91ロ1H．墾魍遇ム暑・

暑え｝立田刈1斗日・司二重｝唄01τキ．

 ○レ租想昭唱潮組碧ム日回ス1釧吾唱：叫司を潮号・霊薯司ム晋司（判テ耳洲曽皇呈

州司を一具子・潮司一モ∋暑組割司1セ遇糾早墾｝重｝入1ヨ剋ム暑斜号蝕亡㍗．聖重｝釧手ギ・薯明1

刈ス腫團叶苛芒z腔豆倒斜ヨ71斗，・翔暑引明「ユ馨」量司斗壱薯・レ慧碧同門剰司囚

釧フ『司君釧望善（¶三州音塁午銀囲古レ飯亡ト．

 ・困想山田召翌ヌ回計早甚奇司囚垂菅スレト司唱舎斗唐潮回看暑暑洲豊苓

牛銀セ凹凸薯回書刈スト豆斗舎刈鴇…・笹二三刃を芒・杢刈暑刈畠明囚フ㌃囚ユ舛，

皇春書暑胡と盈牛銀刈言ト鍛τキ．

 吐升号室瑠ス圃司碧明司，ヌ干望ス亭号潮田立セ志望曽唄三叡・1刈レ目を手出子

71暑5a亡｝ （pic．1，2） ．

4週入1釧甚司

ス陪祷ス1刈台胡薯閣♀1斗釧三司1釧胡刈苦ム碍望石釧週入1司スト剋。1唱入国銀
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叫．司フ1奢豆早言入1スレ豆セ祖早牛を司銀立明，司を司レ薯ヌ庵石畳翌日セ司刈舌

剣冠し｝司・入津思ユ司重｝・包鯛1・1旦フ1刀図≦凋芒到外・碧卵丘1切δ刊到早到入詞｛｝王

封入図・昭豆鯛暑を入口立呈刈。1剋週嗣フ｝雍…釧到暑饗。阻エス授｝叫．

 週スド…ユλ“呈金入困立」調白目罫書／亙ム旦野司目吾到朴エ暑里司旦エスト量

u｝．王ム旦呈司月吾釧組目モ∋罫引1ム旦呈ム司1釧重｝r潟湖前野』号剋剛将’杢｝石室爵

号御昼喜垂週書奏エ銀皇旦呈里司目吾／亙入E呈司目吾釧朴ユゼ剋組ロ1州ス唱∋

早尋駐相。1銀暑ス1旦陣し｝。同聾入トエ暑。1唱出入回1望を入園旦週浮子到司厨

戸冠入1叫小出芒到升噌豆訓囚司叫想4望τ斗，獄司日吾／呈ム旦呈司月吾州州司刈

古書｛≧甚。ト州才望既倒σ1ズ1エ切立叶，α17い1セ碧忍判司井s．ズ1利到入1相鴬舌三

三判司lt斗．01苛｛｝を01裡σ1ズ1 t｝s圃周到繁藤『エ星団フ1τ：｝司ロ1』｛｝刈豆呈五三月

切／王ム事事日月吾州剛司埜明剋布装金？1書5測喜τ｝．

 下司月斗升旦苓到モ薯薯暑石。】早ス恥刊三，叫入1雪苛ス閲，三布暑明年暑。レトエ

銀・判三，子呈（杢｝重聾圏7圃叫コ三暑朝明のモ…司履司71昔司一エ銀叫芒召。1叫，

 「里ム旦里日L1吾」潮干唱｛≧叫呈。1顔｛｝9立掛今山叫．・判潮音司望Deu］｛≧

司甘・1叡・囲三・1早・判ス回，叶ぽ。1円月セ著司ユス｝測剛｛｝剤司臣子曙…唄｛｝

し｝E｝t日工唄。1。トL1叫，百司呈q恩暑剤層司立呈刈入1言圏，外回釧日1魁明朗。回

ス國剤勉・ぱ週暑なろ魁叫．（糧掛耳釧堺甘・1層皇呑暑古筆川セ祉胡呈刈

フ1岩言レ1三言圏，含エ妊摂皇朝刈三フ隊を珠（昔ス國ヌ回セ子至剛斜｛訓1呈刈，

司甘qr翌荘司舎・創立呈刈升。ドd，ユ司・ぽ釧甘慰司剋羽ス19｝釧引回1到5個01τ｝．

剛環斜 rユ三暑71ロー司明』芒旦同日吾z｝苦三組朝州呈刈密暑今銀叫．

早釧ロ1司・明（擁刺子目宝引ム呈司潮週刈モ三エ三釧三吉書71u｝司モ∋唄立呈剤田印亡卜．

エ三フト三司一言ト封建呈杢 「早製剋フレト望明せ衣01u刊．ユ司耳エ三升履司皇ズ1

鴇モテ菊月喫｛｝呈早望エ銀セ唄01叫．oレ琶｛さ010レ1暑 「呈と旦里司し1吾」ムε｝望呈

割エスト電｝U｝屯・酬噌洲翌外瞬旦ム持金エ三，ユ周到ロ1妊望想9訓軒斗週瑚（羽

瞬刈銀珠♀司暑薯ユ暑国電至剛魁♀司断口司一し｝三舜暑環・1叡ゼエ三フト

早司叫号をを珠明と川♀勉司ユゼ〈小君〉到羽ヌ1暑ヌ図苛ユ銀叫．叫早引
工己旦モ∋ 入ト01011 エ玉三モ… 入ト毫｝慧・01 ユ馬添 フ1亡干司エ  銀モ∋〈暑1そ1＞91 く身重と｛｝ ス1L171

入14聾唄。1叫．ユ二五｝。1ユ三斜♀・司書痙潮♀歯釜卦。1。1叫（ム叫旦。1・ス1刮

1994 『翼ズ1尋◎i1釧重｝ 葺え｝』 旦司望 p．138－139） ．

 刈暑ム日・魁非才「エ呈」セ園内01銀畠叫？ユ耐暑01祖想宅q望7ト到剛刈剋立呈碧

三皇1升。1旭憩信望7國想毛｝ス“正院環剋フト司1毎月玉無司フト凌ゼ配当1壱豊組司

望7滑剤叫．ユ馨τ：干潮碧南刈田入1モ∋01明銀モ∋升．「フト尋杢7用量．司6ilo1唱想目引望升

釧章動朴剤斗魁を薯｛｝日1言図書鉄立司フ『71明1モ…01旭碧層望升釧川7刊剋01暑・（¶

ス1黒球朴暑窪石割判骨4週入国銀耳．司を暑暑司和銅曽甘スト五言魁町里01・遇想

瑠引到唐州召遇碧豊刈ス障呈刈釧7ト尋入トd斗7隣・牡｛｝暑饗刈躍…01・甘，魁升
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7η7七宝刻日量暑暑今叡珠魁週。1組想昭明望フ倒碧暑ス”山嶺峠三江唱叡。1司

を酬週λ19飯亡卜，ol型号畠σi馨洲釧音引剋升．石骨到豆州を司刈釧。レ嶺層層引

舟フ回早刈田叫Q橋｝U偲乱入1セヨ圖q吾釧子至烈女立司，ユ誤舎。困想望井叫

エ司一セ明甘。1叡明三下段Oeu］（遭入1）薯萢醤｝叫一入腿含〒島島エ下染重｝週スト

名一暑洲望エ畳召ヰ銀セ。1杜碧瑠明望7國・璽｝ス肩。阻呈，〈d刈叫囚71叫｛月三早引

州仁心し図暫ゼユ三（旦q日面）升設モ…暑司不眠立呈刈釧洲翻イ｝暑碍斗糾エ升

号を重｝エ呈慰ユ立呈屯掴一屯組入1才望ム旦呈1ヨ引子呈暑妻芒司一エ向暑午銀τ｝．

望升暑。1呈引目吾斗王《ε呈司口香4Z湖一心州司直囎屠融瑠を暑一議昊糾

君斗，旦雪目吾斗垂ム互呈同日吾01暑円δ｝エ鍛｛斗エ暑午銀セ刈尊勉暑4想曾・午

雫州叡叫エ魁叫吐剤含堪組入1司ス囹到刈切崩斜日告萱・1朝銀銀壱刃碧噌升

三碧唄。1叫．ス固含司1呈暑叫里・取前刈・隈呈エ三。圏ユ唄。1山山目上釧ム司。1

刈薄し｝身壮誤01叫．ユ碧朝翌ス鍛金ユ鵯を書始全1司密司書昊蝕ゼフL。陳（¶

胡δ個王勾刈釧喜ロ1呈元仁を01銀立旦呈剋暑翻女話．

 戯唄二・壱ユ潮ユ叫勾画司囚ス1書薯倦糾r暑ユ老司熱望』d囚ゼ望・ぽ司皇！引甘

。1暑石釧♀1寒暑卦ス1重｝｛到達モモヨ玉詠旦λ国エ銀叫。舅枝話喜翻舎・月碧ぺ因

子・唐司旦プレ五一呈呈司認重｝叫．刃7訳読ヨ・む司叫叫耳｝叫唱題司一コ．劃魁1斗・薯ム

州銀告ユ釧黒石碧計心底．明と碧王ス1嗜眠ユ出女ユ昊畔織早暑主剤瓠セ司，叫

ヨ．モ∋ユ暑暑，細論01望司恵沢暑刈翻心裡司温温魁t腫｝叫．ユ上皇ユ岬可勾画7

重翌現俸司升モ∋環暑午子司切1王司底止ス1認詳録．晋ズ1宅唄（¶喜司直望立証入1司

○ド三ユ曽釧望雲斗趾音（＞1暑明7ト喜1斗．ユ雪余刈司叫轡91乱雲尋司並司ヲト銀U｝．

升を召出（判剃気宇説環ol「羽朗力立屯眺望」を杢州銀叫壱唄吐皇呈君ストフ1「苦

画面叶フ1入1ヲ1芒01富士」州誤明看川尋τ｝．折立釧互：叫セ叫呈〈暑君〉皇量刈ユ晋

ス1宅を杢州銀鼠朴暑01ス1月遠望甘司。iエ討望を・習事叫罫引尋叫．

 Ol o｝○ト71モ∋71七｝し裡｝ろ1［Uhheimliche］01叫コ．司一モ…亜呈01旦7芋汁釧モト早司剋（昔

山国含呈｝週司乱心司一エ銀τ斗 （ムモ斗旦01・ス1司 1994 『す1ヌ1昇（）刊91重｝ モ斗え｝』旦劃望

p．140－141） ．

 叫差油組勾ユスト刈素謡壱子鳥暑想叫量叫電01「71甚し｝専型」夏号明奨心乱

囲。｝銀じ｝ユ里曽池望ズ1心意叫．「暑（廿｛｝ oト71ノ・1ヲ｝÷∋ 01杢｝重｝」｛｝唐口入1ヲ1ス1蓄711

掛71羽司型暑掛声ス限暑想到尋エ組入1司ス㍗？1暑洲斗ユ君斗スト豆セr看余恵

目』升素望7昭苦到単二諭示♀ロ1司…童司升フ｝書止1晶出可心添．ユ司耳01堪起入1

スト豆芒一子王7図7圏エ碧計δ杯｝書票ユ。陞呈r看暑朴目』・1τLユ経書叫暑暑

01叫劇暑7河早明宅セ4唱01叶一旦刈苦ム叫望01銀叫．ユ雷名観を釧豊漁右心唱

司望司日月司司σ1響刈想冴糾エ（判零刃1ヌ逸話。㌃譜裂剋7㍗モ斗モ三暑刈銀叫．

 潮煮豊名『〈ユろ！〉暑〈ズ1音明フ1＞州旦暑雪牛叙叫』（田中純1995「社・ぽ魁各

週壽呈司し僑9；〈皿ε〉州刈」ロ1明入㌃P．239）セ子王。叫．望荊呈早司叫q滝牛
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珊州叡芒干呈暑瞬刈耳．全ス1留セ重｝旦司目吾到昇唱司剋舎叫皇呈早日叫淵

耳皇ス1昊司一明，聖捨望立呈・ロ五司ス料フ｝勉刈耳紐尋脅牛銀叫．叫暑堅｝。1ユ

干釜呈早司O陞暑旭勉曽牛銀暑刀㍗叫瑚をフト三朔朔司刈含ム耳望書刻盟司州

斗エ暑蝕叫．ユ司エ「組暑釧豆斗」司1叫萢里ス｝暑垂朔1ス臣ユ唄含71叫滋唱
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